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ご自宅に帰っても、継続して 
  リハビリテーションを続けるために… 

 退院後も、継続してリハビリを必要とされる方

には在宅リハビリテーション課と協力し通所リ
ハビリと訪問リハビリを提供しています。自宅

での生活を基盤に、能力の維持・向上、生活動作
や自主トレーニングの指導、環境調整など、様々
な場面に介入し在宅での生活を支えています。 

 回復期リハビリテーション（3階西）病棟では、急性期の治
療がほぼ終わり、状態が安定した患者さんに在宅復帰を
目指して集中的にリハビリを提供しています。医師・看護
師をはじめとした多職種が連携しながら機能回復に取り
組み、メディカルリハビリテーション課では理学療法士9
名・作業療法士8名・言語聴覚士5名で患者さんの退院
支援を全力でサポートしています。 

 私たちは患者さん１人ひとりに対し、様々な
職種のスタッフが連携・協働して専門性を発
揮しながらサポートを行っています。会議や情
報の共有を適時行い、常に患者さんの希望を
大切にした治療やケアを心がけています。 

在宅復帰に向けてのリハビリを行っています 

 

 

 

 



  メディカルリハビリテーションは 

          個性強めのスタッフも魅力です 

      メディカル 
リハビリテーション課      

  関 課長 
  (作業療法士) 

課イチバンの

才色兼備 

関さんが思うメディカルリハビリテーション課の 
 PRポイントを教えてください 

 若いスタッフが多くエネルギッシュ
です！患者さんが出来なくて困ったこ
とに対して解決を促す仕事なので、問
題意識や解決する能力も高いです。  
 他職種と連携することも多いので、
今後はスタッフ一人ひとりのコミュニ
ケーション能力を上げられるように努
力したいと思っています。 
 

 もともと多趣味ですが、1年前から洋裁教室に通ってい
ます。この形でこの色がいい！と想像を膨らませてしまうタ
イプなので、こだわりのハンドメイドが増えてきました。行き
詰まった時に、全然関係のない事に没頭して気分が晴れ、
良いアイデアが思いつくことも多いですね。仕事も、子育
ても忙しいですが、自分の時間も大切にしています。 

今、何か夢中になっているものは？ 

たくさんの方にご来場頂き 
ありがとうございました！ 

 リハビリテーション部では、「食べる・考える・動く  
リハビリ体験」をテーマに理学療法室にて開催しました。 

子どもから高齢の方まで約100名の方に来場頂き、バランスに
必要な足に関する理学療法や車の運転に関わる注意機能や
知能検査に関する作業療法、飲み込みに必要な嚥下機能にお
ける言語聴覚療法などを楽しく体験して頂きました。来年も楽し
みながらリハビリを知ってもらえる企画を用意して、大勢の方に
来て頂けることをお待ちしています！ 
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